
施工パッケージ型積算方式の 
概要について 

平成２７年８月 
福島県土木部技術管理課 

資料１ 
公共土木工事における新たな積算方式に関する説明会 
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はじめに 

福島県土木部では、 
 
平成２７年１０月１日以降に起工する工事から 
 
「施工パッケージ型積算方式」を適用します。 

本日は、「施工パッケージ型積算方式」の 
       概 要 と 留意点 を説明します。 

※福島県内の市町村や関係団体でもH27.10.1からの適用を予定 
     しています。 
※国土交通省では、H24.10より適用を始めています。 
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本日の説明内容 

１ 施工パッケージ型積算方式の概要 
     
２ 施工パッケージ単価（積算単価）の算出方法 
 
３ 施工パッケージ型積算方式の積算例 
 
４ 土木設計ﾏﾆｭｱﾙの改正 
 
５ 具体的な積算例 
 
６ 今後の予定及びＱ＆Ａ 
 
７ まとめ 



１ 施工パッケージ型積算方式の 
  概要について 

（１）改正目的（期待される適用効果） 
（２）施工パッケージ型積算方式とは？ 
（３）施工パッケージ型積算方式の特徴 
（４）対象となる工種 
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「施工パッケージ型積算方式」では、【標準単価】を実際に工事を行う
地域や発注時期にあった【積算単価】に補正した単価を使用します。 

１）積算価格の透明性が向上します。 
２）元請・下請間における契約の透明性が向上します。 
３）設計変更時における受発注者間の協議が軽減されます。 

【標準単価】及び「【積算単価】を算出するための補正式」などは 
福島県のホームページで公表します。 

単価等が公表されることで 

【適用効果】 

１ 施工パッケージ型積算方式の概要について 
（１）改正目的 ［期待される適用効果］ 



（１）改正目的 ［期待される適用効果］ 

歩掛 

１ 施工パッケージ型積算方式の概要について 

機械経費、労務費、材料費 
を１つにまとめた 

【（東京）標準単価】 
を用いて直接工事費を積算。 

単価差の小さい条件 
を大括り化 

過去の施工実績 
から条件を区分化 

構造物単位の 
パッケージを設定 

受発注協議等が軽減 

【積上型】 
【施工パッケージ型】 

例）舗装工 
   砂散布の有無に関わら 
  ず適用できる 

例）舗装平均厚さ（条件区分） 
  「25mm以上35mm未満」 
  「35mm以上45mm未満」 

例）３つのSコードが 
  1つのﾊﾟｯｹｰｼﾞｺｰﾄﾞに 
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（２）施工パッケージ型積算方式とは？ 
  （今までの積算方法（積上型積算方式）との違い） 

１ 施工パッケージ型積算方式の概要について 

【積上型】 

「作業単位」で 
単価を積上 

今まで 
（～Ｈ２７．９．３０） 

これから 
（Ｈ２７．１０．１～） 

【施工パッケージ型】 

間接工事費 
（共通仮設費・ 
現場管理費） 

一般管理費等 

直接工事費 

間接工事費 
（共通仮設費・ 
現場管理費） 

一般管理費等 

直接工事費 

「施工パッケージ単価」 
で算出 

変更なし 

変更あり 
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１ 施工パッケージ型積算方式の概要について 

【積上型】 【施工パッケージ型】 

直接工事費 直接工事費 

工種A （S○○○○） 

工種B （S××××） 

工種C （S△△△△） 

工種A+工種B＋工種C 
（ＳＰ○○○○） 

工種D （S▲▲▲▲） 

工種E （S◎◎◎◎） 

工種F （S□□□□） 

工種D+工種E 
（ＳＰ××××） 

工種F （S□□□□） 

施工パッケージ単価 
２０８パッケージ 

（H27.10.1適用予定分） 8 



１ 施工パッケージ型積算方式の概要について 

直接工事費 
直接工事費 

現場打基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ工 
（Ｓ１２９９） 

養生工（一般養生）  
（Ｓ１９２５） 

現場打基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 
（ＳＰＡ４６３） 

＜具体例＞ 
現場打基礎コンクリート 

基礎砕石工  
（Ｓ１２８０） 

目地板設置工  
（Ｓ１６５０） 

（３）施工パッケージ型積算方式の特徴 

【積上型】 
【施工ﾊﾟｯｹｰｼﾞ型】 

１）複数の歩掛を組み合わせて 
   構造物単位の施工ﾊﾟｯｹｰｼﾞに対応しているもの 
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１ 施工パッケージ型積算方式の概要について 

直接工事費 
直接工事費 

○無筋・鉄筋構造物 
   Coﾎﾟﾝﾌﾟ車打設 （Ｓ１９１０） 
○小型構造物 
     ｸﾚｰﾝ車打設（Ｓ１９２０） 
○人力打設（Ｓ１９００） 

養生工（一般養生）  
（Ｓ１９２５） 

コンクリート 
（ＳＰＢ４０１） 

型枠工 （Ｓ１９５１） 

コンクリート工 

型枠（ＳＰＢ４３１） 

＜具体例＞ 

【積上型】 
【施工ﾊﾟｯｹｰｼﾞ型】 

 ２）複数の歩掛が１つの施工ﾊﾟｯｹｰｼﾞに対応しているもの 
 ３）１つの歩掛が１つの施工ﾊﾟｯｹｰｼﾞに対応しているもの 

※条件で打設工法、 
  養生の種類等を選択 
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SPA１０１ 掘削 １２個のSコードが集約 

施工機械ごとの歩掛 作業内容に対応したパッケージ 

条件区分により土運搬と積込作業の計上が別途計上されます。 

（条件） 
土質、施工方法、岩質、押土の有無、障害の有無、施工数量、
火薬使用、破砕片除去の有無、集積押土の有無 

１ 施工パッケージ型積算方式の概要について 

注意）土工 
【施工ﾊﾟｯｹｰｼﾞ型】 【積上型】 
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１ 施工パッケージ型積算方式の概要について 

名称 規格 単位 数量 摘要 

世話役 人 0.16 表4.3 
特殊作業員 〃 0.44  〃 
普通作業員 〃 0.6  〃 
コンクリート m3 10.4 式3.1 
コンクリート 
ポンプ車運転 

ﾌﾞｰﾑ式 
90～110m3/h 

h 1.14 表4.3 
 

養生工 式 １ 必要に応じて計上 
圧送管組立・撤去 〃 １  〃 
諸雑費 〃 １ 表4.3 

【積上型】 

※工種毎に必要な人工や機械、材料の数量が決まっていた。 

○土木工事積算基準の記載内容 

(Ｓ１９１０) 
 無筋・鉄筋構造物Coﾎﾟﾝﾌﾟ車打設 ［１０ｍ３当たり単価表］  
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１ 施工パッケージ型積算方式の概要について 

【施工パッケージ型】 

(ＳＰＢ４０１) コンクリート ［積算単位：ｍ３］  
   ○無筋・鉄筋構造物  ○日打設量：10m3以上300m3未満 
   ○打設量：10m3/日以上又は打設地上高さ2m超 
   ○養生無し   ○圧送管無し 

項目 代表機労材規格 

機械 Ｋ１ コンクリートポンプ車［トッラク架装・ブーム式］ 
圧送能力90～110m3/h 

 
 

労務 

Ｒ１ 普通作業員 
Ｒ２ 特殊作業員 
Ｒ３ 土木一般世話役 
Ｒ４ 運転手（特殊） 

材料 Ｚ１ 生コンクリート（高炉24-8-25(20)W/C55%） 
Ｚ２ 軽油１.２号 パトロール給油 

条 
件 

※積算基準書で工種や条件ごとに代表機労材の規格を定めている。 13 



１ 施工パッケージ型積算方式の概要について 

項目 代表機労材規格 

機械 Ｋ１ コンクリートポンプ車［トッラク架装・ブーム式］ 
圧送能力90～110m3/h 

労務 Ｒ１ 普通作業員 

Ｒ２ 特殊作業員 

Ｒ３ 土木一般世話役 

Ｒ４ 運転手（特殊） 

材料 Ｚ１                生コンクリート（高炉24-8-25(20)W/C55%） 

Ｚ２ 軽油１.２号 パトロール給油 

（東京）標準単価 １７，１４５（円／ｍ３） 

5.12％ 

14.77％ 

80.11％ 

機
労
材
構
成
比 

（福島）積算単価 

5.07 
5.95 

1.87 
5.03 

1.78 

1.20 
78.90 

無筋・鉄筋構造物Ｃｏポンプ車打設 

Ｋ 

Ｒ 

Ｚ 

補正式 
※代表なので必ずしも合計は一致しません。 
     例えば労務（Ｒ）：5.95+5.03+1.87+1.78 = 14.63 ≠ 14.77 

14 



番号 番号
1 ＳＰA０８１ 現場発生品・支給品運搬 27 ＳＰＡ２２１ ベルトコンベア併用人力掘削（床堀り）
2 ＳＰＡ１０１ 掘削 28 ＳＰＡ２２３ ベルトコンベア併用人力積込

3 ＳＰＡ１０５ 土砂等運搬 29 ＳＰＡ２８１ 安定処理
4 ＳＰＡ１０９ 整地 30 ＳＰＡ３０１ 法面整形（法面整形工）
5 ＳＰＡ１１３ 路体（築堤）盛土 31 ＳＰＡ３０５ 市松芝（芝付工）
6 ＳＰＡ１１７ 路床盛土 32 ＳＰＡ３６５ 吹付法面取壊し（吹付法面とりこわし工）
7 ＳＰＡ１２１ 押土（ルーズ） 33 ＳＰＡ３８１ 人工張芝（人工張芝工）

8 ＳＰＡ１２５ 積込（ルーズ） 34 ＳＰＡ３９１ 基礎砕石
9 ＳＰＡ１３７ 人力積込 35 ＳＰＡ３９５ 裏込砕石

10 ＳＰＡ１４１ 転石破砕 36 ＳＰＡ３９９ 基礎栗石
11 ＳＰＡ１２９ 土材料 37 ＳＰＡ４０３ 裏込栗石
12 ＳＰＡ１３３ 残土等処分 38 ＳＰＡ４０７ 採取小割
13 ＳＰＡ１６１ 床堀り 39 ＳＰＡ４１９ コンクリートブロック積
14 ＳＰＡ１６５ 掘削補助機械搬入搬出作業 40 ＳＰＡ４１１ 間知ブロック張
15 ＳＰＡ１６９ 基面整正 41 ＳＰＡ４２３ 平ブロック張
16 ＳＰＡ１７３ 舗装版破砕積込（小規模土工） 42 ＳＰＡ４２７ 連節ブロック張
17 ＳＰＡ１８１ 埋戻し 43 ＳＰＡ４３１ 緑化ブロック積
18 ＳＰＡ１８５ タンパー締固め 44 ＳＰＡ４３２ 緑化ブロック（材料費）　
19 ＳＰＡ２０１ 人肩運搬（積込み～運搬～取卸し）土・石 45 ＳＰＡ４３９ 天端ブロック（材料費）
20 ＳＰＡ２０３ 人肩運搬（積込み～運搬～取卸し）セメント等 46 ＳＰＡ４４３ 胴込・裏込コンクリート
21 ＳＰＡ２０５ 人肩運搬（積込み～運搬～取卸し）積ブロック類 47 ＳＰＡ４４７ 胴込・裏込材（砕石）
22 ＳＰＡ２０７ 人肩運搬（運搬～取卸し） 48 ＳＰＡ４５１ 遮水シート張
23 ＳＰＡ２１１ 小車運搬（積込み～運搬～取卸し）土・石 49 ＳＰＡ４５５ 吸出防止材（全面）設置
24 ＳＰＡ２１３ 小車運搬（積込み～運搬～取卸し）セメント等 50 ＳＰＡ４５９ 植樹
25 ＳＰＡ２１５ 小車運搬（積込み～運搬～取卸し）積ブロック類 51 ＳＰＡ４６３ 現場打基礎コンクリート
26 ＳＰＡ２１７ 小車運搬（運搬～取卸し） 52 ＳＰＡ４１５ 天端コンクリート

新（H27.10.1　積算基準（施工パッケージ））

施工パッケージ歩掛コード一覧表（H27.10.1適用予定分）

新（H27.10.1　積算基準（施工パッケージ））

１ 施工パッケージ型積算方式の概要について 

土工 
２８（Ｐ） 共通工 

７３（Ｐ） 

総則 
１（Ｐ） 

15 



番号 番号
53 ＳＰＡ５０１ 小型擁壁（Ａ） 79 ＳＰＡ６４５ 安定シート・ネット
54 ＳＰＡ５０５ 小型擁壁（Ｂ） 80 ＳＰＡ６５１ 粉体噴射撹拌
55 ＳＰＡ５１１ 重力式擁壁 81 ＳＰＡ６５３ 粉体噴射撹拌（移設）
56 ＳＰＡ５１３ もたれ式擁壁 82 ＳＰＡ６５５ 粉体噴射撹拌（軸間変更）
57 ＳＰＡ５１５ 逆Ｔ型擁壁 83 ＳＰＡ７４１ 削孔（アンカー）
58 ＳＰＡ５１７ Ｌ型擁壁 84 ＳＰＡ７４５

59 ＳＰＡ５１９ 化粧型枠 85 ＳＰＡ７４９ グラウト注入（アンカー）
60 ＳＰＡ５２０ 化粧型枠（材料費） 86 ＳＰＡ７５３ ボーリングマシン移設（アンカー）
61 ＳＰＡ５２１ ペーラインコンクリート（材料費） 87 ＳＰＡ７５７ 足場工（アンカー）
62 ＳＰＡ５３１ プレキャスト擁壁設置 88 ＳＰＡ７５８ アンカー材料費
63 ＳＰＡ５８１ ヒューム管（Ｂ形管） 89 ＳＰＡ７８１ 石積取壊し（人力）
64 ＳＰＡ５８５ ボックスカルバート 90 ＳＰＡ７８５ コンクリートはつり
65 ＳＰＡ５８９ 暗渠排水管 91 ＳＰＡ７８９ 積込（コンクリート殻）
66 ＳＰＡ５９３ フィルター材 92 ＳＰＡ８３１ 吸出し防止材設置
67 ＳＰＡ５９７ 管（函）渠型側溝 93 ＳＰＡ８４１ 目地板
68 ＳＰＡ６０１ プレキャスト集水桝 94 ＳＰＡ８４５ 止水板

69 ＳＰＡ６０２ プレキャスト集水桝（材料費）　 95 ＳＰＡ８８１ じゃかご
70 ＳＰＡ６０５ 鉄筋コンクリート台付管 96 ＳＰＡ８８５ ふとんかご
71 ＳＰＡ６０９ プレキャストＬ形側溝（製品長　0.6ｍ／個） 97 ＳＰＡ８８９ 止杭打込
72 ＳＰＡ６１３ プレキャストマンホール 98 ＳＰＡ９２１ 現場取卸（鋼桁）
73 ＳＰＡ６１７ ＰＣ管 99 ＳＰＡ９２３ 現場取卸（ＰＣ桁）
74 ＳＰＡ６２１ コルゲートパイプ 100 ＳＰＡ９２５ 現場取卸（鋼管杭）
75 ＳＰＡ６２５ コルゲートフリューム 101 ＳＰＡ９４１ 函渠
76 ＳＰＡ６２９ 現場打ち水路（本体）　　　　　　　　　 102 ＳＰＡ９６１ 殻運搬
77 ＳＰＡ６３３ 現場打ち集水桝・街渠桝（本体） 103 ＳＰＢ４０１ コンクリート工
78 ＳＰＡ６４１ サンドマット 104 ＳＰＢ４０５ モルタル練

新（H27.10.1　積算基準（施工パッケージ））

施工パッケージ歩掛コード一覧表（H27.10.1適用予定分）

新（H27.10.1　積算基準（施工パッケージ））

アンカー鋼材加工・組立・挿入・緊張・定着・頭部処理（アンカー）

１ 施工パッケージ型積算方式の概要について 

コンクリート工 
４（Ｐ） 

共通工 
７３（Ｐ） 
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番号 番号
105 ＳＰＢ４３１ 型枠 131 ＳＰＣ３９６ 笠コンクリートブロック（材料費）
106 ＳＰＢ４３５ 撤去しない埋設型枠（材料費） 132 ＳＰＣ４２１ 掘削（光ケーブル配管）
107 ＳＰＣ００３ 消波根固めブロック製作 133 ＳＰＣ４２５ 埋戻し・締固め
108 ＳＰC００７ 消波根固めブロック据付 134 ＳＰＣ４２９ 敷砂，保護砂（材料費）
109 ＳＰＣ０１１ 消波根固めブロック運搬 135 ＳＰC４３３ 配管設置（埋設部）
110 ＳＰＣ０１５ 消波根固めブロック仮置 136 ＳＰＣ４３７ 配管設置（露出部）
111 ＳＰＣ０２５ 根固めブロック撤去 137 ＳＰＣ４３８ 配管支持金具（材料費）
112 ＳＰＣ２３１ 散在塵芥収集 138 ＳＰＣ４３９ プルボックス（材料費）
113 ＳＰＣ２３５ 堆積塵芥収集（機械処理） 139 ＳＰＣ４４０ 可とう電線管（材料費）
114 ＳＰＣ２３７ 堆積塵芥収集（人力処理） 140 ＳＰＣ４４１ 伸縮継手（材料費）
115 ＳＰＣ３２１ 河床等掘削 141 ＳＰＣ４４２ ノーマルバンド（材料費）
116 ＳＰＣ３２５ 軟弱土等運搬 142 ＳＰＣ４４３ 多孔保護管（材料費）
117 ＳＰC３３３ 巨石張（練） 143 ＳＰＣ４４７ ハンドホール
118 ＳＰC３３５ 巨石張（空） 144 ＳＰC５０１ 掘削（砂防）
119 ＳＰC３３７ 巨石積（練） 145 ＳＰＣ５０５ 土砂等運搬（砂防）
120 ＳＰＣ３３１ 巨石採取 146 ＳＰＣ５０９ 押土（ルーズ）
121 ＳＰＣ３３８ 巨石（材料費） 147 ＳＰＣ５１３ 積込（ルーズ）（砂防）
122 ＳＰC３７１ プレキャスト基礎 148 ＳＰD００１ 不陸整正
123 ＳＰＣ３７２ プレキャスト基礎（材料費） 149 ＳＰD００５ 下層路盤（車道・路肩部）
124 ＳＰＣ３７５ 中詰コンクリート 150 ＳＰD００６ 下層路盤（歩道部）
125 ＳＰＣ３８１ かごマット設置 151 ＳＰD００９ 上層路盤（車道・路肩部）
126 ＳＰＣ３８５ 野芝種子吹付 152 ＳＰD０１０ 上層路盤（歩道部）
127 ＳＰＣ３８７ 被覆シート張 153 ＳＰD０２１ 基層（車道・路肩部）
128 ＳＰＣ３８９ 養生（散水養生） 154 ＳＰD０２２ 中間層（車道・路肩部）
129 ＳＰＣ３９１ 袋詰玉石 155 ＳＰD０２３ 表層（車道・路肩部）
130 ＳＰＣ３９５ 笠コンクリートブロック 156 ＳＰD０２５ 基層（歩道部）

新（H27.10.1　積算基準（施工パッケージ））

施工パッケージ歩掛コード一覧表（H27.10.1適用予定分）

新（H27.10.1　積算基準（施工パッケージ））

１ 施工パッケージ型積算方式の概要について 

河川海岸 
５（Ｐ） 

河川維持 
３２（Ｐ） 

砂防工 
４（Ｐ） 

舗装工 
１６（Ｐ） 

17 



番号 番号
157 ＳＰD０２６ 中間層（歩道部） 182 ＳＰD３０５ 殻運搬（路面切削）
158 ＳＰD０２７ 表層（歩道部） 183 ＳＰD３１１ 舗装版破砕
159 ＳＰD０３１ アスカーブ 184 ＳＰD３２１ 舗装版切断
160 ＳＰD０４１ 排水性舗装・表層（車道・路肩部） 185 ＳＰD３７１ 素地調整
161 ＳＰD０４５ フィルター層 186 ＳＰD３７５ 付属構造物塗替
162 ＳＰD０４９ 透水性アスファルト舗装 187 ＳＰD５５１ 路面清掃（路肩部・人力）
163 ＳＰD０９１ 踏掛版 188 ＳＰD５５５ 路面清掃（歩道等・人力）
164 ＳＰD１２１ 基礎ブロック（立入防止柵） 189 ＳＰD５５９ 側溝清掃（人力清掃工）
165 ＳＰD１２３ 金網（フェンス）・支柱（立入防止柵） 190 ＳＰD７１５ ガードレール復旧
166 ＳＰD１３１ 支柱 191 ＳＰD７１９ ガードパイプ復旧
167 ＳＰD１３２ 支柱（材料費） 192 ＳＰD８８１ 舗装版破砕積込
168 ＳＰD１４１ 車止めポスト 193 ＳＰD８８３ 床堀り
169 ＳＰD２４１ 歩車道境界ブロック 194 ＳＰD８８５ 埋戻し・締固め
170 ＳＰD２４５ 地先境界ブロック 195 ＳＰD８８７ 運搬（電線共同溝）
171 ＳＰD２３１ 歩車道境界ブロック撤去 196 ＳＰD８８９ 軽量鋼矢板設置撤去
172 ＳＰD２３５ 地先境界ブロック撤去 197 ＳＰD８９１ 覆工板設置撤去
173 ＳＰD２５１ 特殊ブロック舗装 198 ＳＰD８９３ 管路材設置
174 ＳＰD２６１ 排水桝 199 ＳＰD８９４ 受金具（材料費）
175 ＳＰD２６３ 橋名板取付 200 ＳＰD８９５ 支持金具（材料費）
176 ＳＰD２６５ 橋梁用高欄 201 ＳＰD８９６ 管路受台（スペーサ）（材料費）
177 ＳＰD２６６ 橋梁用高欄一体式（材料費） 202 ＳＰD９０１ プレキャストボックス工
178 ＳＰD２６７ 飾り高欄 203 ＳＰD９０３ 蓋設置
179 ＳＰD２６８ 飾り高欄（材料費） 204 ＳＰD９０４ 蓋（材料費）
180 ＳＰD２７５ 距離標 205 ＳＰE７８４ コンクリートアンカーボルト設置
181 ＳＰD３０１ 路面切削 206 ＳＰE７８１ 排水管
182 ＳＰD３０５ 殻運搬（路面切削） 207 ＳＰE７８２ 排水管（材料費）
178 ＳＰD２６７ 飾り高欄 208 SPQ３０１ 根固ブロック製作
179 ＳＰD２６８ 飾り高欄（材料費）
180 ＳＰD２７５ 距離標
181 ＳＰD３０１ 路面切削

新（H27.10.1　積算基準（施工パッケージ））

施工パッケージ歩掛コード一覧表（H27.10.1適用予定分）

新（H27.10.1　積算基準（施工パッケージ））

１ 施工パッケージ型積算方式の概要について 

付属施設工 
１７（Ｐ） 

道路維持
修繕工 
１１（Ｐ） 

共同溝工 
１３（Ｐ） 

橋梁工 
３（Ｐ） 

港湾 
１（Ｐ） 計 ２０８パッケージ 18 



２ 施工パッケージ単価（積算単価） 
   の算出方法について 

（１）用語の解説と全体像 
（２）標準単価から積算単価への補正式 
（３）施工パッケージ型積算方式標準単価表の公表 

19 



（東京） 
標準単価 

（福島） 
積算単価 

（東京） 
機・労・材単価 

（福島） 
機・労・材単価 

機労材構成比 

２ 施工パッケージ単価（積算単価）の算出方法について 

（１）用語の解説と全体像 

補正式 

基準地区（東京17区）における基準年月(※)の
標準的な単価 

工事地区・発注時期に応じて標準単価を補正
した積算に使用する単価 

標準単価に占める代表機労材
規格の金額構成比率 

基準地区（東京17区）における
基準年月(※)の機労材単価 

工事地区における発注年月の
機労材単価 

(※)H27.10.1適用時はH26.4の単価 

20 



（東京） 
標準単価 

（東京） 
機・労・材単価 

（福島） 
機・労・材単価 

機労材構成比 

２ 施工パッケージ単価（積算単価）の算出方法について 

補正式 

福島県のホームページで公表 （福島） 
積算単価 

（１）用語の解説と全体像 

21 



（東京） 
標準単価 

機労材構成比 

２ 施工パッケージ単価（積算単価）の算出方法について 

補正式 

土木事業単価表 
建設機械等損料表 
建設物価・積算資料等から採用 

（福島） 
積算単価 

（東京） 
機・労・材単価 

（福島） 
機・労・材単価 

（１）用語の解説と全体像 

22 



積算単価 Ｐ’= Ｐ 

標準単価（東京） 

２ 施工パッケージ単価（積算単価）の算出方法について 

（２）標準単価から積算単価への補正式 

23 



K R Z S 
機労材構成比 条件区分 

標準単価 
平均厚さ   材料 

２ 施工パッケージ単価（積算単価）の算出方法について 

（３）施工パッケージ型積算方式標準単価表の公表 

24 



３ 施工パッケージ型積算方式の 
  積算例について 

（１）標準単価から積算単価への補正方法 

25 



１）地域及び施工時期の違いによる補正 
 
２）条件区分に定めのない規格により積算する場合 
 
３）条件区分に実数入力を行い積算する場合 
 
４）時間外割増賃金や豪雪地域補正を行う場合 
 
５）支給品がある場合 
 
６）無償貸付機械がある場合 

３ 施工パッケージ型積算方式の積算例について 

（１）標準単価から積算単価への補正方法 

必 須 

必要に 
応じて 

26 



H26.4 
（東京） 

標準単価 

H27.10 
（福島） 

積算単価 H26.4（東京） 
機械単価 

H27.10（福島） 
機械単価 

Ｋ・Ｒ・Ｚ：標準単価に占める機械費（Ｋ）、労務費（Ｒ）、材料費（Ｚ） 
       の構成割合 【機労材構成比】 

３ 施工パッケージ型積算方式の積算例について 

Ｋ × 

＋ Ｒ × ＋ Ｚ × 
H26.4（東京） 

労務単価 

H27.10（福島） 
労務単価 

H26.4（東京） 
材料単価 

H27.10（福島） 
材料単価 

= × 

１）地域及び発注時期の違いによる補正 
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１０，０００円 １４，０００円 
１２，０００円 

１２，０００円 

Ｋ・Ｒ・Ｚ：標準単価に占める機械費（Ｋ）、労務費（Ｒ）、材料費（Ｚ） 
       の構成割合 【機労材構成比】 

３ 施工パッケージ型積算方式の積算例について 

０．１ × 

＋ ０．１ × ＋ ０．８ × 

= × 

１）地域及び発注時期の違いによる補正 

８，０００円 

８，０００円 

１０，０００円 

１５，０００円 

Ｋ 

Ｒ Ｚ 

10% 

10% 80% 

（東京） 
標準単価 

（福島） 
積算単価 

（東京）労務単価 

（東京）機械単価 

（東京）材料単価 

（福島）労務単価 （福島）材料単価 

（福島）機械単価 
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３ 施工パッケージ型積算方式の積算例について 

【（例）コンクリート工】 

項目 代表機労材規格 

機械 Ｋ１ コンクリートポンプ車［トッラク架装・ブーム式］ 
圧送能力90～110m3/h 

労務 Ｒ１ 普通作業員 
Ｒ２ 特殊作業員 
Ｒ３ 土木一般世話役 
Ｒ４ 運転手（特殊） 

材料 Ｚ１                 生コンクリート（高炉24-8-25(20)W/C55%） 

Ｚ２ 軽油１.２号 パトロール給油 

標準単価 １７，１４５（円／ｍ３） 

5.12％ 

14.77％ 

80.11％ 

機
労
材
構
成
比 

5.07 
5.95 

1.87 
5.03 

1.78 

1.20 
78.90 

Ｋ 

Ｒ 

Ｚ 

   ○無筋・鉄筋構造物  ○日打設量：10m3以上300m3未満 
   ○打設量：10m3/日以上又は打設地上高さ2m超 
   ○養生無し   ○圧送管無し 

条 
件 
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○施工パッケージ型積算方式標準単価表 

３ 施工パッケージ型積算方式の積算例について 

無筋・ 
鉄筋 
構造物 

打設量10m3/日 
以上又は打設 
地上高さ2m超 

24-8-25(20) 
(高炉) 

10m3 
以上 
300m3 
未満 

養生 
無し 

17,145 

標準 
単価 
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H26.4 
（東京） 

標準単価 

H27.10 
（福島） 

積算単価 H26.4（東京） 
機械単価 

H27.10（福島） 
機械単価 

３ 施工パッケージ型積算方式の積算例について 

Ｋ × 

＋ Ｒ × ＋ Ｚ × 
H26.4（東京） 

労務単価 

H27.10（福島） 
労務単価 

H26.4（東京） 
材料単価 

H27.10（福島） 
材料単価 

= × 

１７，１４５ 

Ｋ・Ｒ・Ｚ：標準単価に占める機械費（Ｋ）、労務費（Ｒ）、材料費（Ｚ） 
       の構成割合 【機労材構成比】 31 



３ 施工パッケージ型積算方式の積算例について 

【（例）コンクリート工】 

項目 代表機労材規格 

機械 Ｋ１ コンクリートポンプ車［トッラク架装・ブーム式］ 
圧送能力90～110m3/h 

労務 Ｒ１ 普通作業員 
Ｒ２ 特殊作業員 
Ｒ３ 土木一般世話役 
Ｒ４ 運転手（特殊） 

材料 Ｚ１                 生コンクリート（高炉24-8-25(20)W/C55%） 

Ｚ２ 軽油１.２号 パトロール給油 

標準単価 １７，１４５（円／ｍ３） 

5.12％ 

14.77％ 

80.11％ 

機
労
材
構
成
比 

5.07 
5.95 

1.87 
5.03 

1.78 

1.20 
78.90 

※代表なので必ずしも合計は一致しません。 
     例えば労務（Ｒ）：5.95+5.03+1.87+1.78 = 14.63 ≠ 14.77 

Ｋ 

Ｒ 

Ｚ 

32 



○施工パッケージ型積算方式標準単価表 

３ 施工パッケージ型積算方式の積算例について 

標準 
単価 

機労材構成比 
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H27.10 
（福島） 

積算単価 

H26.4（東京） 
機械単価① 

H27.10（福島） 
機械単価① 

３ 施工パッケージ型積算方式の積算例について 

Ｋ     Ｒ    

Ｚ  

H26.4（東京） 
労務単価① 

H27.10（福島） 
労務単価① 

H26.4（東京） 
材料単価① 

H27.10（福島） 
材料単価① 

= 

× 

１７，１４５ 

１ 

Ｋ   １ 

Ｒ   

× 
１ 

２ ３ ４ 

H26.4（東京） 
労務単価② 

H27.10（福島） 
労務単価② 

H26.4（東京） 
労務単価③ 

H27.10（福島） 
労務単価③ 

H26.4（東京） 
労務単価④ 

H27.10（福島） 
労務単価④ Ｒ Ｒ Ｒ 

Ｒ ＋Ｒ ＋Ｒ ＋Ｒ    

Ｋ   

× 
２ ３ ４ １ 

Ｚ  ２ １ 

H26.4（東京） 
材料単価② 

H27.10（福島） 
材料単価② Ｚ   

Ｚ ＋Ｚ  ２ １ 
× 

１００－Ｋ－Ｒ－Ｚ   
１００ 

＋ 

100   
× 

100   
× ＋ 

100   100   

100   

× × 

× 

＋ 

＋ 

＋ × ＋ 

100   

100   

× ＋ 
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H27.10 
（福島） 

積算単価 

H26.4（東京） 
機械単価① 

H27.10（福島） 
機械単価① 

３ 施工パッケージ型積算方式の積算例について 

5.07  5.95  

78.90 

H26.4（東京） 
労務単価① 

H27.10（福島） 
労務単価① 

H26.4（東京） 
材料単価① 

H27.10（福島） 
材料単価① 

= 

× 

１７，１４５ 

5.07   

14.77   

× 

H26.4（東京） 
労務単価② 

H27.10（福島） 
労務単価② 

H26.4（東京） 
労務単価③ 

H27.10（福島） 
労務単価③ 

H26.4（東京） 
労務単価④ 

H27.10（福島） 
労務単価④ 5.03 1.87 1.78 

5.95＋5.03＋1.87＋1.78    

5.12   

× 

1.20 
H26.4（東京） 
材料単価② 

H27.10（福島） 
材料単価② 80.11   

78.90＋1.20  
× 

100－5.12－14.77－80.11   

１００ 
＋ 

100   100   

100   

× 

＋ 

＋ 

× ＋ 

× × 100   100   100   

100   

＋ × 

× × 

＋ 

＋ 
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種別 【分子】 
（福島）単価 

【分母】 
（東京）単価 

 
機械（Ｋ） 

 

建設機械等損料算定表 
（福島県土木部） 

建設機械等損料算定表 
  （国土交通省） 

 
労務（Ｒ） 

 

土木事業単価表 
（福島県土木部） 

［公共工事設計労務単価］ 

 公共工事労務単価 
  （国土交通省）  

 
材料（Ｚ） 

 

土木事業単価表 
（福島県土木部） 
［設計資材単価］ 

建設物価及び積算資料 
掲載単価の平均値 

３ 施工パッケージ型積算方式の積算例について 

○主な単価参照先 

※① 福島県土木部技術管理課のホームページで公表 
           ［http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41025b/］ 
※② 国土交通省ホームページで公表   ［http://www.mlit.go.jp］ 
※③ 刊行物（一部は経済調査会、物価調査会ホームページで公表）  

※① 

※① 

※① 

※② 

※③ 

※③ 
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３ 施工パッケージ型積算方式の積算例について 

【（例）コンクリート工】 

項目 代表機労材規格 東京 
(H26.4：円) 

福島 
(H27.10：円) 

機械 Ｋ１ コンクリートポンプ車 
［トッラク架装・ブーム式］ 
圧送能力90～110m3/h 

50,800 50,800 

労務 Ｒ１ 普通作業員 18,900 16,300 
Ｒ２ 特殊作業員 21,600 21,000 
Ｒ３ 土木一般世話役 23,000 20,400 
Ｒ４ 運転手（特殊） 21,200 19,600 

材料 Ｚ１ 生コンクリート 
（高炉24-8-25(20)W/C55%） 

13,000 13,400 

Ｚ２ 軽油１.２号  
パトロール給油 125 113 

標準単価 １７，１４５（円／ｍ３） 

5.12％ 

14.77％ 

80.11％ 

機
労
材
構
成
比 

5.07 

5.95 

1.87 
5.03 

1.78 

1.20 

78.90 

Ｋ 

Ｒ 

Ｚ 
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H27.10 
（福島） 

積算単価 

３ 施工パッケージ型積算方式の積算例について 

5.07  5.95 

78.90 

= 

× 

１７，１４５ 

5.07   

14.77   

× 

5.03 1.87 1.78 

5.95＋5.03＋1.87＋1.78    

5.12   

× 

1.20 80.11   

78.90＋1.20  
× 

100－5.12－14.77－80.11   

１００ 
＋ 

50,800 

50,800 

16,300 

18,900 

21,000 

21,600 

20,400 

23,000 

19,600 

21,200 

13,400 

13,000 

113 

125 

（普通作業員） 

（運転手（特殊）） （土木一般世話役） （特殊作業員） 

（（東京）標準単価） 

（生コン24-8-25(20)/55%） （軽油） 

100   
＋ × × 

× 

× 

× 

× × 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

100   100   100   

100   100   

100   

（Coポンプ車） 
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H27.10 
（福島） 

積算単価 

３ 施工パッケージ型積算方式の積算例について 

0.0507  × ＋  0.0595 × 

 ＋ 0.7890 × 

= 

× 

１７，１４５ 

1.01   

× 

＋0.0187×  ＋0.0178×  

1.01   

× 

＋ 0.0120 ×  1.00  × 
0   

１００ 
＋ 

1.0 0.862 

0.887 0.925 1.03 

0.904 

（普通作業員） 

（運転手（特殊）） （土木一般世話役） 

（Coポンプ車） 

（生コン24-8-25(20)/55%） 

（軽油） 

＋0.0503×  0.972 

（特殊作業員） 

= １７，３１５．８２ 

（（東京）標準単価） 

※端数処理：（1円止め、1円未満切り捨て） 

＝ １７，３１５（円／ｍ３） 
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２ 施工パッケージ単価（積算単価）の算出方法について 

○施工パッケージ単価計算書の提供 

(高炉24-8-25(20)W/C55%) 
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２ 施工パッケージ単価（積算単価）の算出方法について 

※着色部に数字を入力すると自動で（福島）積算単価が計算されます。 41 



２ 施工パッケージ単価（積算単価）の算出方法について 

※自動で（福島）積算単価が計算されます。 42 



１ ）地域及び時期の違いによる補正 
 
２ ）条件区分に定めのない規格により積算する場合 
 
３ ）条件区分に実数入力を行い積算する場合 
 
４ ）時間外割増賃金や豪雪地域補正を行う場合 
 
５ ）支給品がある場合 
 
６ ）無償貸付機械がある場合 

３ 施工パッケージ型積算方式の積算例について 

※標準単価から積算単価への補正方法 

必 須 

必要に 
応じて 
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(ＳＰ Ｂ４０１) コンクリート ［積算単位：ｍ３］  

   ○無筋・鉄筋構造物  ○日打設量：10m3以上300m3未満 
   ○打設量：10m3/日以上又は打設地上高さ2m超 
   ○養生無し   ○圧送管無し 

項目 代表機労材規格 

機械 Ｋ１ コンクリートポンプ車［トッラク架装・ブーム式］ 
圧送能力90～110m3/h 

 
 

労務 

Ｒ１ 普通作業員 
Ｒ２ 特殊作業員 
Ｒ３ 土木一般世話役 
Ｒ４ 運転手（特殊） 

材料 Ｚ１ 生コンクリート（高炉24-8-25(20)W/C55%） 
Ｚ２ 軽油１.２号 パトロール給油 

条 
件 

３ 施工パッケージ型積算方式の積算例について 

 ２ ）条件区分に定めのない規格により積算する場合 
   ３ ）条件区分に実数入力を行い積算する場合 

変更できない  

変更できる  
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３ 施工パッケージ型積算方式の積算例について 

項目 代表機労材規格 東京 
(H26.4：円) 

福島 
(H27.10：円) 

機械 Ｋ１ コンクリートポンプ車 
［トッラク架装・ブーム式］ 
圧送能力90～110m3/h 

50,800 50,800 

労務 Ｒ１ 普通作業員 18,900 16,300 
Ｒ２ 特殊作業員 21,600 21,000 
Ｒ３ 土木一般世話役 23,000 20,400 
Ｒ４ 運転手（特殊） 21,200 19,600 

材料 Ｚ１ 生コンクリート 
（高炉24-8-25(20)W/C55%） 

13,000 12,500 

Ｚ２ 軽油１.２号  
パトロール給油 125 113 

標準単価 １７，１４５（円／ｍ３） 

5.12％ 

14.77％ 

80.11％ 

機
労
材
構
成
比 

5.07 

5.95 

1.87 
5.03 

1.78 

1.20 

78.90 

Ｋ 

Ｒ 

Ｚ (高炉18-8-40) 

※（福島）材料単価【分子】を変更する。 
（機労材構成比、東京単価【分母】はそのまま使用できます） 

○生コンクリートの規格を「高炉18-8-40」に変更する。 

 ２ ）条件区分に定めのない規格により積算する場合 
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２ 施工パッケージ単価（積算単価）の算出方法について 

※（福島）材料単価【分子】を変更する。 

（機労材構成比、東京単価【分母】はそのまま使用できます） 

12,500 高炉 18-8-40 
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３ 施工パッケージ型積算方式の積算例について 

※自動で（福島）積算単価が計算されます。 

高炉18-8-40 
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３ 施工パッケージ型積算方式の積算例について 

３ ）条件区分に実数入力を行い積算する場合 

例： （SPA２８１） 安定処理工 

項目 代表機労材規格 

機械 
Ｋ１ 

バックホウ（クローラ型） 
［標準型・ｸﾚｰﾝ機能付排出ガス対策型（第２次基準）］ 

山積0.8m3(平積0.6m3)2.9t吊 
Ｋ２ 振動ローラ（舗装用）[ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式]質量0.8～1.1t 

 
 

労務 

Ｒ１ 土木一般世話役 
Ｒ２ 運転手（特殊） 
Ｒ３ 特殊作業員 
Ｒ４ 普通作業員 

材料 
Ｚ１ ｾﾒﾝﾄ系固化材一般軟弱土用・ﾌﾚｺﾝ・１ﾄﾝﾊﾟｯｸ 
Ｚ２ 軽油１.２号 パトロール給油 

 【条件】   ○バックホウ  ○構造物基礎       ○１ｍを超え２ｍ以下 

注意!! 

対象ﾊﾟｯｹｰｼﾞ 
・安定処理工 
・粉体噴射撹拌 
・消波根固めﾌﾞﾛｯｸ据付 
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３ 施工パッケージ型積算方式の積算例について 

［標準数量］ 
固化材5.25t/100m2 

備考 

注意!! 
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３ 施工パッケージ型積算方式の積算例について 

構成比(％)

　Z 80.11 規格変更した材料名 標準数量 東京単価 使用数量 福島単価

Z１ 34.17 63,263 82,600 Z１ 5.25 12,050 7.0 11,800
Z２ 6.16 0 0 Z２

Z３ 0 0 Z３

Z４ 0 0 Z４

　S

代表機労材規格 福島(H27.10)東京(H27.4適用）

【材料規格の変更】※3 【材料の実数入力】※4

代表材料規格

固化剤 （5.25t/100m2）
軽油1,2号

市場単価規格

３ ）条件区分に実数入力を行い積算する場合 

例： （SPA２８１） 安定処理工 

 【条件】   ○バックホウ  ○構造物基礎       ○１ｍを超え２ｍ以下 

○５．２５ ｔ／１００ｍ２   ○７．００ ｔ／１００ｍ２   

変更 
（東京） 

材料単価 
（福島） 

材料単価 
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１ ）地域及び時期の違いによる補正 
 
２ ）条件区分に定めのない規格により積算する場合 
 
３ ）条件区分に実数入力を行い積算する場合 
 
４ ）時間外割増賃金や豪雪地域補正を行う場合 
 
５ ）支給品がある場合 
 
６ ）無償貸付機械がある場合 

３ 施工パッケージ型積算方式の積算例について 

※標準単価から積算単価への補正方法 

必 須 

必要に 
応じて 
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３ 施工パッケージ型積算方式の積算例について 

項目 代表機労材規格 東京 
(H26.4：円) 

福島 
(H27.10：円) 

機械 Ｋ１ コンクリートポンプ車 
［トッラク架装・ブーム式］ 
圧送能力90～110m3/h 

50,800 50,800 

労務 Ｒ１ 普通作業員 18,900 20,375 
Ｒ２ 特殊作業員 21,600 26,250 
Ｒ３   土木一般世話役 23,000 25,500 
Ｒ４  運転手（特殊） 21,200 24,500 

材料 Ｚ１  生コンクリート 
  （高炉24-8-25(20)W/C55%） 

13,000 13,400 

Ｚ２ 軽油１.２号  
パトロール給油 125 113 

標準単価 １７，１４５（円／ｍ３） 

5.12％ 

14.77％ 

80.11％ 

機
労
材
構
成
比 

5.07 

5.95 

1.87 
5.03 

1.78 

1.20 

78.90 

Ｋ 

Ｒ 

Ｚ 

※（福島）労務単価【分子】を25%割増した額に変更する。 
（機労材構成比、東京単価【分母】はそのまま使用できます） 

○労務費を25%割増す。 

 ４ ）時間外割増賃金や豪雪地域補正を行う場合 
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１ ）地域及び時期の違いによる補正 
 
２ ）条件区分に定めのない規格により積算する場合 
 
３ ）条件区分に実数入力を行い積算する場合 
 
４ ）時間外割増賃金や豪雪地域補正を行う場合 
 
５ ）支給品がある場合 
 
６ ）無償貸付機械がある場合 

３ 施工パッケージ型積算方式の積算例について 

※標準単価から積算単価への補正方法 

必 須 

必要に 
応じて 
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３ 施工パッケージ型積算方式の積算例について 

項目 代表機労材規格 東京 
(H26.4：円) 

福島 
(H27.10：円) 

機械 Ｋ１ コンクリートポンプ車 
［トッラク架装・ブーム式］ 
圧送能力90～110m3/h 

50,800 50,800 

労務 Ｒ１ 普通作業員 18,900 16,300 
Ｒ２ 特殊作業員 21,600 21,000 
Ｒ３ 土木一般世話役 23,000 20,400 
Ｒ４ 運転手（特殊） 21,200 19,600 

材料 Ｚ１ 生コンクリート 
（高炉24-8-25(20)W/C55%） 

13,000 13,400 

Ｚ２ 軽油１.２号  
パトロール給油 125 113 

標準単価 １７，１４５（円／ｍ３） 

5.12％ 

14.77％ 

80.11％ 

機
労
材
構
成
比 

1.20 

78.90 

Ｋ 

Ｒ 

Ｚ 

 ５ ）支給品がある場合 

積算単価 １７，３１５（円／ｍ３） 

地域及び時期の違いによる補正 

5.07 
5.95 

1.87 
5.03 

1.78 

※支給品【材料費０円】とする。 54 



３ 施工パッケージ型積算方式の積算例について 

【Step1】支給品相当額を算出する。 

【Step2】積算単価から支給品相当額を控除する。 

78.90 13,400 

13,000 

［ 生コン24-8-25(20)/55% ］ 

× 100   １７，１４５ 
（（東京）標準単価） 

× 

（構成比） 

（（東京）材料単価） 

（（福島）材料単価） 

＝ 13,943.6 ＝ １３，９４３（円／ｍ３） 

（（福島）積算単価） 
［材料費込み］ 

１７，３１５  － １３，９４３ ＝  ３，３７２（円／ｍ３） 

（支給品相当額） （（福島）積算単価） 
［支給品適用］ 

（支給品相当額） 

※無償貸付機械等についても、同様な考え方で計算する。 
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４ 土木設計ﾏﾆｭｱﾙの改正について 

（１）区分の見直しに伴う修正（区分の集約化） 
（２）実数入力の区分化に伴う修正 
（３）数量算出項目・区分の削除に伴う修正 
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【積上型】 【施工パッケージ型】 

①1.0m未満・・・100m3 
②1.0m以上2.5m未満・・・200m3 
③2.5m以上4.0m未満 
④4.0m以上 

４ 土木設計ﾏﾆｭｱﾙの改正について 

①2.5m未満・・・300m3 
②2.5m以上4.0m未満 
③4.0m以上 

※積上の①②区分を集約 

また、盛土施工幅路体（築堤）盛土は施工幅員、路床盛土は平均幅員により下記のとおり
区分して算出する。 

①1.0m未満 
②1.0m以上 ①2.5m未満 
③ ②2.5m以上4.0m未満 
④ ③4.0m以上 

例：「盛土」の施工幅区分 

（１）区分の見直しに伴う修正（区分の集約化） 

① 

② 

③ 

2.5m 

4.0m 
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（３）平均舗装厚さ区分 
  排水性アスファルト舗装面積を平均舗装厚さごとに区分して算出する。 

（２）実数入力の区分化に伴う修正 

【積上型】 【施工パッケージ型】 

・35mm・・・500m2 
・38mm・・・500m2 
・44mm・・・1000m2 

35mm以上45mm未満 
                                 ・・・2000m2 

区分化した厚さ毎に算出 舗装厚毎に面積を算出 

４ 土木設計ﾏﾆｭｱﾙの改正について 
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４ 土木設計ﾏﾆｭｱﾙの改正について 

（３）数量算出項目・区分の削除に伴う修正 
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４ 土木設計ﾏﾆｭｱﾙの改正について 

（３）数量算出項目・区分の削除に伴う修正 
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５ 具体的な積算例 
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施工パッケージコード 

金抜き設計書（案）  
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施工パッケージコード 

施工パッケージコード 
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従来の積み上げ 

64 



従来どおり 
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従来どおり 
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金抜き設計書（案）  

条件が明示されています。 

67 



６ 今後の予定 と Ｑ＆Ａ 

68 



（１） 今後の予定  

６ 今後の予定とQ＆A 

○平成２７年１０月１日適用 
２０８パッケージ 

（予定） 
 ○平成２８年１０月１日適用 

【国土交通省】 
 平成２７年１０月１日適用分 

 １１１パッケージ 

※平成２７年１０月１日以降 
   に起工するもの。 【国土交通省】 

・平成２４年１０月適用分 
・平成２５年１０月適用分 
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Q.１ 標準単価の見直しの頻度は年１回ですか？ 
A.１ 標準単価の見直しは、年１回の積算基準改定時に予定して 
   います。 

Q.２ 東京単価とは具体的にどこを指しているのですか？ 
A.２ 物価資料等で区分されている「東京１７区」の単価です。 
   ただし、「東京１７区」については、資材によって対象の区が 
   異なるため、詳しくは物価資料等の注記を確認してください。 
   また、パッケージによっては「東京２３区」、「東京都」、「関東」 
       といった「東京１７区」を内包する地区を適用している場合も 
   あります。 

（２） Q＆A 

６ 今後の予定とQ＆A 
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Q.３ 積算単価の端数処理はどのようにするのか？ 
A.３ 1円単位とし、１円未満は切り捨てる。 

Q.４ 標準単価から積算単価への補正の途中で端数処理をすること 
         はありますか？ 
A.４ 計算途中で端数処理することはありません。 

Q.５ 施工パッケージと積上歩掛の別は閲覧図書に明示されますか？ 
A.５ 施工パッケージと積上積算の別は積算基準及び金抜設計書 
    のコード番号で確認してください。 
   （施工パッケージコードは「SP」から始まっています。例：SPA001） 

６ 今後の予定とQ＆A 
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Q.６ 施工パッケージでは原則として積算条件に施工機械が表示され   
         ませんが、重建設機械の分解、組立及び輸送に要する費用等 
         は見てもらえないのですか？ 
A.６ 積算基準書の代表機械規格をもとに、重建設機械の分解、組立 
        及び輸送に要する費用等の必要の有無を判断し、必要な場合は 
        従来どおりに共通仮設費に積上計上します。 

Q.７ 施工パッケージコード（ＳＰ○○○○）に移行した歩掛コード 
    （Ｓ○○○○）は削除されるのですか？ 
A.７ 削除されます。 
    ただし、別工種の積上げで使用する場合など、削除されないもの 
    もあります。 
   なお、削除されたSコードをH27.10.1以降に使用することはありま 
   せん。 

６ 今後の予定とQ＆A 
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Q.８ 作業日当たり標準作業量はどのように算出すればよいですか。 
A.８ 土木工事標準積算基準に施工ﾊﾟｯｹｰｼﾞ型積算方式の条件区分  
   に合わせ作業日当たり標準作業量を設定しています。 

Q.９ 平成２７年１０月からの施工パッケージに対応した積算基準は 
    いつ頃公表されるのか。 
A.９ 平成２７年９月下旬に公表を予定しています。 

６ 今後の予定とQ＆A 

Q.10 被災値補正（被災地で適用する土木工事標準歩掛）はどのよう 
     になるのか。 
A.10 国土交通省から公表されている「東日本大震災の被災地で適 
     用する施工パッケージ型積算方式標準単価表」に基づき設定し 
     ます。 
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Q.12 （東京）材料単価として使用されている資材が、県内では通常 
    使用されない規格のものはどのように取り扱うのか。 
A.12 補正式により（福島）材料単価に実際使用する規格の単価を 
    入力することで（福島）積算単価を算出します。 

Q.13 東京機労材単価の一覧は公表されるのですか。 
A.13 福島県土木部では東京単価の公表は行いません。 
      参照先を参考に国土交通省のホームページや刊行物により 
      確認してください。 

６ 今後の予定とQ＆A 

Q.11 （福島）機労材単価の地区割りは変更になりますか。 
A.11 現在の福島県土木事業単価表の地区割りと変わりません。 
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○今までの積算方式（積上型）で使用していた歩掛（Ｓコード）の一部 
    が施工パッケージ単価（ＳＰコード）に移行します。 
 ※積算基準で条件を確認してください。 

まとめ 

○間接工事費（共通仮設費・現場管理費）、一般管理費等の積算 
     方法は変わりません。 

○施工パッケージ型積算方式では、公表されている標準単価や 
    機労材構成比を基に補正式を用いて、積算単価を算出する方式 
    です。 

○標準単価など、積算単価を算出するのに必要な情報は、福島県、 
     国交省ホームページや刊行物で公表されます。 

○福島県では平成２７年１０月１日以降に起工する工事から 
   「施工パッケージ型積算方式」を適用します。 

75 



種別 機械（Ｋ） 労務（Ｒ） 材料（Ｚ） 市場単価（Ｓ） 
 

（東京） 
単価 

建設機械等 
損料算定表 

（国土交通省） 

公共工事 
労務単価 

（国土交通省）  

建設物価 
積算資料 

掲載単価の 
平均値 

土木施工単価 
土木コスト情報 

掲載単価の 
平均値 

 
（福島） 
単価 

 

建設機械等 
損料算定表 

（福島県土木部） 

土木事業単価表 
（福島県土木部） 

［公共工事 
設計労務単価］ 

土木事業単価表 
（福島県土木部） 
［設計資材単価］ 

土木事業単価表 
（福島県土木部） 
［設計資材単価］ 

※① 

※② ※③ ※③ ※③ 

○標準単価 
○機労材構成比 
○補正式 

施工パッケージ型積算方式標準単価表 

※① 福島県土木部技術管理課のホームページで公表 
           ［http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41025b/］ 
※② 国土交通省ホームページで公表   ［http://www.mlit.go.jp］ 
※③ 刊行物（一部は経済調査会、物価調査会ホームページで公表）  

参照先のまとめ 

※① 
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今後とも、福島県の建設行政に御理解、御協力を
お願いいたします。 

施工パッケージ型積算方式の適用により 

最後に 

（１）積算価格の透明性が向上します。 
（２）元請・下請間における契約の透明性が向上します。 
（３）設計変更時における受発注者間の協議が円滑になります。 
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＜積算基準等に関する問合せ先＞ 

○主な所管図書 
 ・土木（建築関係）工事標準積算基準（福島県土木部） 
 ・共通仕様書（福島県土木部） 
 ・土木（建築関係）単価表 
 ・土木設計マニュアル 
 ・土木工事標準設計図集    など 

 電  話 ： ０２４－５２１－７４６１ 
 E-mail :  doboku_kijyun@pref.fukushima.lg.jp 

ホームページ
http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41025b/ 

福島県土木部技術管理課 【基準管理担当】 
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